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七
月
か
ら
八
月
へ
と
燃
え
る
よ
う
な
夏
の
暑
さ
も
漸
く
峠
を
越
し
、
秋
の
気
一

配
が
濃
く
な
っ
て
き
た
。
大
洗
の
海
の
彼
方
を
流
れ
行
く
、
白
い
雲
が
自
に
し

一
み
る
。
弦
に
少
々
秋
の
課
題
を
述
べ
で
み
た
い
。
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句、

農
業
会
館
的
建
設

建
設
さ
れ
る
農
業
会
館
(
平
面
圏
)

の
よ
り
、
若
干
広
く
す
る
予
中
!
と
に
つ
い
て
一
大
い
に
力
説
し
ず
ど
れ
た
。

る
。
思
量
雰
長
い
間
懸
案
で
あ
っ
一
そ
れ
が
り
大
蔵
省
へ
行
き
、
一
一
両
橋
主
計

た
吏
百
、
海
b
七
の
書
官
の
一
つ
を
一
局
次
長
と
も
会
っ
て
、
強
て
協
力
を
お

実
現
し
た
こ
と
は
う
れ
し
い
。
こ
れ
か
一
願
い
し
た
J

とこ
λ
が
そ
の
翌
百
、
県

ら
裏
話
区
も
、
鹿
島
線
の
開
通
が
予
一
町
村
会
の
後
藤
事
茜
室
か
去
の
許

定
さ
れ
、
幸
福
、
指
旭
区
の
閉
発
品
丈
喜
主
君
、
「
実
思
車
町
村
合

待
さ
む
て
い
る
の
で
、
そ
己
主
域
一
対
し
、
原
子
力
研
究
施
設
の
特
例
麓

づ
く
り
の
拠
点
に
も
な
る
戸
六
ヲ
と
恵
一
問
題
は
全
国
的
な
も
の
で
あ
る
会
b
、

ぅ
。
墨
君
娠
輿
は
勿
論
で
あ
る
。
現
一
至
葱
金
園
町
村
会
で
菌
へ
陵
情
ず
る
よ

在
農
協
を
中
心
と
し
ず
ん
結
成
さ
れ
て
お
一
う
に
L

と
い
う
好
意
的
な
も
の
で
あ
る

霊
は
わ
が
町
で
皇
豪
華
来
の
所
を
解
体
し
、
函
は
農
協
事
務
室
と
否
、
霊
非
常
な
葉
を
あ
げ
つ
L
あ
一
と
、
い
う
。
私
撞
童
特
長
長

弓
で
あ
る
。
以
前
に
桂
鰍
反
撃
宗
一
玄
寝
室
否
誠
実
言
語
研
修
塞
玄
各
種
差
部
会
の
研
修
の
場
と
し
同
し
て
、
会
国
的
に
手
配
す
る
こ
と
に

さ
託
た
り
、
霧
装
と
し
て
工
場
一
事
貯
る
こ
と
仁
左
。
会
警
は
従
一
て
、
或
い
は
主
各
地
震
雲
の
揚
工
た
。
私
達
の
覇
裏
嘉
べ
筆
中

一
襲
の
率
引
か
強
雪
量
炉
、
今
日
一
采
の
公
民
館
と
し
ず
ふ
使
用
し
て
い
た
も
一

Eて
、
そ
の
一
諸
島
待
し
た
い
。
一
い
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
色
達
改
正

高

燃

料

エ

ネ

ル

ギ

ー

葉

少

並

ん

で

一

一

の

問

題

で

あ

り

、

国

の

盟

源

問

題

で

も

一

の

補

助

基

準

に

よ

る

地

方

自

涯

の

超

一

れ

は

需

品

衡

と

い

う

こ

と

で

雪

食

需

要

き

盗

塁

2
一

一

一

有

地

方

開

散

と

財

漉

的

関

題

一

あ

る

の

で

Z
Eさ

を
い
と
一
塁
の
急
富
豪
著
者
。
一
ぅ
。
例
え
ば
米
国
の
政
治
に
お
い
て

摩
産
の
重
要
蕊
醤
章
何
な
議
漁
一
一
思
っ
。
そ
む
に
し
て
も
現
在
の
型
崩
一
つ
ま
り
、
年
々
増
大
し
て
行
く
歳
出
一
は
、
立
法
と
司
法
存
政
と
い
う
一
二
つ

業
が
見
堕
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
玉
三
賀
回
目
、
私
は
斜
学
技
停
に
生
し
て
、
覇
露
関
レ
て
い
る
わ
け
で
一
政
は
ま
こ
と
に
窮
迫
し
て
お
り
、
裏
一
と
、
そ
れ
に
対
応
す
盈
蔵
大
と
の
ア
ン
一
の
機
関
乞
の
佳
翠
め
る
か
ら
、
政

た
。
と
こ
ろ
一
で
昭
和
ゴ
一
主
年
、
重
一
田
原
子
力
局
長
室
室
、
昨
年
吉
一
あ
る
。
現
在
町
の
固
定
資
産
税
は
年
問
題
檀
容
易
交
は
な
い
。
情
報
に
よ
る
一
バ
ラ
ン
ス
の
語
審
ぞ
い
る
の
が
一
均
畠
出
特
な
わ
れ
る
と
干
嘉
手
」

農
家
の
多
量
彊
区
立
四
十
万
余
憂
に
な
っ
て
い
る
原
子
力
研
究
施
設
一
一
一
層
一
千
万
円
一
そ
の

2
2
億
五
千
一
と
自
治
省
主
宰
度
官
一
一
言
理
一
市
野
の
震
で
君
。
勿
論
1

地
域
一
い
る
。
こ
れ
ど
つ
だ
き
己
て
も

坪
の
農
地
山
林
が
、
大
農
芸
研
究
一
の
固
定
資
産
税
関
の
襲
霞
警
あ
一
万
円
が
原
町
動
燃
ヂ
夫
る
。
約
五
固
定
資
産
額
宣
言
ト
ず

4
2い
う
一
エ
ゴ
シ
況
判
さ
れ
な
い
よ
っ
に
配
慮
し
一
翼
に
な
り
易
い
。
県
宝
田
村
は
司

彊
謀
容
~
め
、
買
収
さ
れ
る
こ
と
に
一
る
。
現
在
の
法
律
で
一
横
平
力
研
究
施
。
%
の
割
合
で
あ
る
。
今
後
特
例
議
一
事
検
討
し
て
い
る
と
じ
っ
こ
と
で
あ
吉
弘
留
な
ら
な
い
が
、
日
む
毒
な
一
体
お
な
い
か
長
行
事
議
決
機
関
の

な
っ
た
。
幸
い
地
主
の
理
署
協
力
と
一
設
の
固
定
資
産
税
は
、
特
例
に
よ
っ
て
、
一
躍
さ
れ
〉
ば
、
そ
れ
在
崩
壊
が
支
一
る
が
、
聖
地
方
公
共
震
と
の
裏
一
い
与
子
き
ま
ね
い
て
い
る
こ
と
は
許
一
二
つ
で
雪
。
お
互
に
法
で
定
ゆ
り
れ

が
得
て
土
閣
が
決
ま
り
、
研
理
問
施
設
一
建
設
時
か
ら
五
年
間
壁
一
分
色
素
一
る
存
で
あ
る
。
生
同
居
長
は
「
来
年
一
再
配
語
圏
、
公
義
金
の
値
上
程
さ
れ
ず
、
出
来
る
存
財
源
柔
一
む
る
一
た
権
限
毒
っ
て
お
り
、
そ
れ
伊
尊
重

の
嚢
装
警
長
。
そ
の
後
藤
一
君
、
六
年
白
か
ら
十
毎
日
義
ほ
三
は
大
丈
夫
」
と
約
束
し
さ
れ
た
。
古
め
、
諸
君
の
急
騰
じ
よ
る
露
盤
石
内
会
後
も
努
力
し

τ行
か
な
げ
れ
一
し
な
が
阜
翠
巨
当
る
と
い
う
こ
と
が

翼
団
主
立
地
し
、
昨
年
か
ら
核
燃
綿
一
分
の
五
免
撃

J

る
。
従
っ
て
全
部
ス
一
そ
の
後
九
月
八
日
、
私
装
議
院
議
一
費
の
増
大
と
、
か
け
は
な
れ
互
い
国
ば
事
ょ
い
と
思
っ
て
い
る
。
大
切
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
機
関
室

研
究
施
設
の
建
設
亀
ま
っ
て
お
り
、
一
る
の
は
十
一
空
白
か
ら
と
い
う
こ
と
に
一
員
の
郡
さ
ん
と
一
し
ょ
に
自
治
省
良
一

E

一
室
長
官
て
お
っ
語
、
町
政
も

乙
己
最
平
方
の
研
究
セ
ン
タ
ー
は
す
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
自
の
重
警
る
一
室
宥
鎌
田
次
官
と
対
警
た
。
企
闘
一
一
一
一
~
開
会
議
員
の
選
挙
一
主
く
行
か
な
い
。
市
く
か
ら
ま

逐
次
署
さ
れ
つ
る
Q

。
勿
論
こ
う
一
要
望
あ
る
か
ら
と
い
造
建
優
一
室
長
護
で
つ
く
つ
ず
ぞ
れ
た
資
格
一

E

一
関
と
議
議
蘭
と
は
一
益
事
L

い
な

い
三
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
墓
お
重
一
遇
さ
を
い
る
わ
け
で
き
。
処
定
一
を
中
心
に
町
の
寵
蓄
え
た
。
圏
定
一
い
よ
(
こ
の
十
一
月
に
現
町
会
議
面
改
字
転
童
話
聖
書
人
よ
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
一
歩
離
れ
る
と

は
菌
の
大
き
な
豪
」
あ
る
が
、
そ
れ
一
年
の
原
平
カ
施
設
の
交
付
高
察
法
一
資
震
の
問
題
で
あ
る
か
ら
自
治
省
と
一
員
の
任
票
終
る
た
め
、
十
月
γ量
一
つ
ず
構
成
さ
れ
る
議
議
闘
会
並
ん
一
翼
た
と
言
与
」
い
る
。
こ
う
い
つ

に
し
て
亀
元
の
協
力
に
対
し
在
、
一
律
化
さ
れ
蒔
、
原
子
力
碧
田
所
の
固
一
大
蔵
省
に
関
係
し
て
く
る
b
け
で
あ
が
付
な
わ
れ
る
乙
と
に
な
っ
た
-
事
三
で
、
円
滑
岳
山
政
の
書
が
行
な
わ
れ
一
主
主
一
達
の
町
は
永
い
問
勢
打
部

国
高
等
か
の
措
置
を
と
る
べ
き
で
あ
一
定
資
涯
現
の
特
例
蟻
廃
さ
れ
た
が
、
一
る
。
鎌
県
富
は
永
い
問
、
自
治
省
の
一
て
み
品
単
い
も
の
で
、
む
つ
四
年
経
一
る
仕
組
ぷ
だ
か
ら
玄
君
。
本
来
民
主

7
襲
詰
何
建
襲
も
号
、
整
正

る
と
い
三
回
は
、
務
司
令
ず
あ
が
っ
て
い
一
研
究
施
震
そ
の
ま
会
っ
て
き
っ
一
関
驚
長
を
し
て
お
り
、
乙
つ
い
品
一
つ
話
か
と
号
。
撃
に
も
国
と
か
一
政
治
と
い
之
の
は
、
チ
ェ
ッ
ク
・
ア
一
転
車
ぞ
き
た
と
思
っ
て
い
る
。

た
。
そ
長
湯
く
異
一
体
化
し
た
の
が
、
一
た
-
こ
れ
私
私
達
は
大
い
に
不
備
で
あ
一
種
ん
は
明
る
い

E

会
~
。
郡
さ
ん
も
自
治
一
田
町
と
か
色
々
あ
る
が
、
町
に
と
っ
て
町
一
ン
ド
・
バ
ラ
ン
ス

(
S
E
E
S晶
一
こ
の
た
め
に
、
色
々
の
建
設
わ
比
較
的

昨
年
詰
砲
さ
れ
た
扉
芳
重
用
一
り
、
来
年
事
D
撤
廃
信
貫
青
空
一
省
の
査
の
経
験
も
あ
り
、
特
撮
廃
会
重
量
挙
撞
歪
命
で
雪
。
一

E
5
2
)皇
京
て
い
る
。
乙
一
覇
に
進
ん
で
来
た
の
で
は
な
か
る
つ

施

設

国

題

担

護

衛

法

」

と

い

う

達

一

か

。

こ

れ

は

積

回

お

互

い

住

民

の

露

で

あ

っ

た

。

こ

れ

接

完

施

設

の

所

一

と

い

う

も

の

参

考

受

付

哲

て

在

市

町

村

と

そ

の

周

辺

地

域

に

対

し

一

い

る

せ

い

で

あ

ク

?

と

思

フ

。

私

達

は

て

、

一

定

の

霊

交

付

な

最

有

そ

一

行

政

的

員

題

で

色

々

批

判

さ

れ

、

ま

ち

人

助

成

す

る

と

い

う

寿

命

宅

一

た

反

省

も

し

な

け

れ

ば

ま

な

い

点

あ

る

が

、

妻

じ

て

原

子

力

重

喜

一

は

、

き

さ

ん

あ

る

と

息

長

、

良

心

中
心
と
L
た

も

の

で

あ

っ

た

。

私

達

の

一

に

塑

9
る
よ
う
な
批
判
だ
U
は
出
来
る

町

は

原

子

力

施

設

の

所

在

地

で

あ

っ

て

一

だ

け

避

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

わ

と

息

-R
そ

れ

が

電

気

出

刀

の

な

い

研

究

施

一

三

と

に

か

く

政

治

の

震

が

選

考

設

の

た

め

、

一

時

事

あ

っ

た

が

、

一

き

と

い

京

て

い

る

よ

う

日

喜

望

と

一

空

襲

警

覇

空

た

一

の

四

年

間

の

町

政

の

出

発

京

で

も

あ

葉

、

も

っ

一

つ

の

遣

で

あ

る

「

原

一

る

。

塁

、

選

挙

に

で

厳

し

い

批

判

壬
力
発
電
と
襲
T重
署

員

一

が

行

な

伝

て

い

量

に

鑑

み

、

特

設

」

と

い

う

乙

と

選

象

に

な

っ

た

の

一

に

全

国

的

に

知

名

度

の

高

い

き

が

町

で

で

あ

る

。

会

議

員

選

不

満

で

あ

二

あ

る

か

匂

候

補

者

と

草

者

の

良

識

た

が

、

そ

れ

で

一

主

寄

金

が

来

る

こ

と

一

書

日

正

し

い

選

挙

む

行

な

わ

れ

る

に

な

っ

た

の

究

室

四

月

の

町

翠

一

乙

と

伊

期

待

し

た

い

。

主

位

の

度

、

γ農
業

麗

の

建

言

号

、

五

一

筆

に

道

事

り

雲

」

れ

主

千
万
円
の
予
算
写
1
七

九

そ

こ

で

一

の

議

員

震

の

氷

震

読

者

藷

八

量

工

し

、

来

年

一

一

自

に

は

竣

一

域

性

。

て

山

富

詰

し

工
ず
る
予
定
で
あ
る
。
場
所
は
纂
締
支

F瞳

2 ~.瞳



第72号 (2)~") 昭和50年9月158

昭和49年3月分~昭和50年2月までの診察分

健康保険等 老人医療費 お、年寄り お年寄りが

1年間の 医1年者間にお
件数 回 数 費 用 額 で、支払った を大洗町が さんに

l人分医 かかった王子
もの 支払ったもの 療費 均回数

12，235 58，103 169，634，870 124， 946， 650 44，688，220 149，722 11回
f牛 日 内 円 円 月

審査内訳

1.老人医療費受給者証を交付されたもの

2.本人が働いていて社会保険加入のため受給者

誌を交付されなかったもの

3.本人が生活保護者受給者のため受給者証を交

fずされなかったもの

4. 本人が健康保険未加入のため受給者証を交付

されなかったもの

5.本人及扶養者の所得が、所得制眠、眼度額超

過のため⑬医療受給者証が交付されたもの

言十 1，297f牛

こんな船は船検を

雫韓併

‘ 

課
税
さ
れ
る
長
期
譲
渡
所
得
金
額
が
一
一
一
一
一
千
万
円
(
改
正
前
一
千
七
百
万
円
)

千
万
円
を
超
え
る
安
居
、
言
仁
税
③
特
定
土
地
区
一
塁
理
事
業
な
お

余
高
く
な
り
ま
す
。
一
定
に
土
地
な
ど
を
襲
レ
事
合

収
用
な
ど
に
よ
る
特
別
控
除
額
は
一
ニ
千
万
円
(
一
改
正
前
一
千
万
巴

最
高
=
一
千
万
四
L

引
き
ト
砂
一
④
特
定
住
重
造
成
事
業
な
E
のた

こと
L
の
一
改
正
で
、
替
市
別
の
譲
渡
に
一
め
に
土
地
φ
J長
ぞ
譲
事
ν
畠
室

よ
亀
除
額
が
次
の
よ
っ
前
空
白
一
一
千
五
百
万
円
(
改
正
前
五
百
万
巴

ら
れ
非
レ
た
。
一
⑤
農
地
保
有
合
理
信
ほ
と
の
た
め
に

①
収
用
交
換
な
ど
に
よ
る
土
地
な
ど
土
地
宝
義
務
長
室

の
譲
渡
の
望
回
一
五
百
高
(
改
正
前
二
百
五
十
召
U

三
千
万
円
(
改
正
哲
一
千
万
巴
一
な
お
、
く
せ
い
こ
と
は
世
場
税
務

②
崖
崩
財
産
伊
譲
容
レ
車
寄
一
課
へ
と
相
談
く
だ
さ
い
。
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雪

崩

白

山

ス

ラ

イ

ド

制
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を

一

損

霞

慣

を

垂

粟

ず

る

主

非

常

に

不

一

F
}

号

一

一

一

F
唱
a
p

国

『

p

d

J

需

E
B

一

玉

一

良

時

金

科

尤

一

採

用

し

て

い

手

の

義

名

心

配

一

型

な

り

ま

す

。

一

樹

杭

戸

ー

ヰ

J

i

j

事

f

J

-

m

y

i

一
は
全
て
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
加
入
し
て
一

ω加
害
者
を
よ
く
知
る
こ
と
一
叫
司

A
』

F
e

時

j
一

章

捕

。

茜

時

ゲ

一

も

襲

名

め

忘

ぞ

い

そ

相

一

o
事

故

に

あ

っ

た

ら

露

出

守

東

検

証

@

免

許

襲

名

加

害

者

員

一

事
審
議
よ

i
i
¥

、R
f
一
当
数
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
ご
の
一

o
事

故

の

薬

害

加

盟

百

者

の

負

分

、

震

保

険

の

加

入

会

社

名

義

ぺ

一

土

地

本

ど

の

税

金

量

産

ち

差

し

て

か

主

主

か

つ

を

と

の

な

い

よ

っ

。

一

ょ

っ

な

万

を

き

し

て

署

長

一

担

「

骨

ど

こ

か

重

量

を

つ

ば

て

を

こ

と

。

一

安

E
の

も

こ

と

し

ま

で

/

六
年
、
い
点
よ
「
室
時
代
」
へ
と
一

E
2
1
2日か
ら

F
1一
年
金
妻
官
軍
配
達
主
主
一
前
昔
、
大
ケ
ガ
を
じ
た
り
、
室
川
自
動
車
ナ
ン
バ
ー
毒
え
る
こ
と
一

L

き
ま
々
成
長
し
て
ま
い
り
、
加
入
一
年

41まで
に
生
ま
れ
た
在
、
一

2
2華

宵
い
っ
ぱ
い
を
一
震
発
生
し
て
い
手
。
い
つ
我
々
芸
誌
げ
さ
れ
る
場
合
芝
い
の
で
国
一
高
言
葉
っ
た
君
、
そ
一

F
f

君
主
警
は
量
っ
て
増
加
す
品
入
し
五
襲
名
め
ま
せ
ん
一
塁
限
と
し
語
。
未
納
分
豆
島
閥
浅
に
ふ
り
か
か
る
動
車
の
ナ
ン
バ
ー
を
写
会
」
の
喜
一
の
裂
(
譲
渡
富
)
に
対
し
て
建
一

¥
U却

し
て
お
り
ま
す
。
し
か
菌
民
年
金
の
一
と
氷
久
に
ま
崩
壊
程

Z
り
残
さ
れ
一
一
ず
転
細
川
カ
滑
り
ま
せ
ん
。
も
車
の
裂
、
色
な
ど
も
一
覚
手
」
お
く
こ
と
一
製
拡
か
り
ま
す
が
、
そ
の
争
宝
亡
一
、
戸
、
一
一

毒
年
金
は
、
お
年
寄
り
に
な
れ
ば
、
一
後
悔
し
て
も
停
に
合
U
ま

せ

ん

一

一

ふ

時

縦

し

EtFこ
し

ず

被

保

が

大

切

で

す

。

一

に

つ

い

て

菌

し

王

手

レ

ょ

う

。

一

入

M
a
d
y
d
t
F

を
ま

g
Eと

い

う

一

「

年

金

な

ん

か

主

に

な

ぎ

て

一

言

分

の

あ

る

在

学

費

ま

一

一

秘

書

?

襲

撃

な

行

動

5
3

一

護

所

得

の

春

、

土

地

な

ど

の

一

?

盛

布

もの

E
Eせ

ん
。
主
J

加
入
し
一
皇
目
安
で
一
同
ん
と
か
や
っ
て
い
け
一
で
に
納
め
宣
言
す
め
主
。
一
事
制
通
事
故
返
っ
て
ケ
事
故
の
内
容
量

Z
B一

売

っ

議

声

手

襲

撃

一

f
ふ
盟
ヲ

想

的

斡

福

一

日

許

可

長

の

了

日

日

刊

誌

時

一

帯

信

組

わ

い

日

M
U
M
-訪
日

時

在

日

二

金

F

一
括
第
十
詔
一
札
抽
出
世
話
一
一
昨
日
一
一
一
誠
一
一
需
品
一
問
問
時
期
一
問
拍
手
一
時
計
一
関
子
出

1
け
一
一
時
間
開

う
一
度
事
」
く
だ
さ
い
。
原
町
知
一
す
が
、
年
金
は
盤
に
応
じ
て
言
相
談
く
だ
さ
い
。
一
と
恥
判
長
へ
届
出
な
け
れ
ば
す
。
口
事
V
乗
せ
ら
れ
た
り
し
て
町
が
一
の
交
通
事
故
相
談
話
き
長
一
額
の
五
%
多
る
こ
記
号
手
。
一
日

1
1

思
慮
の

Eい
こ
と

Z
Zみださ量一一面一葉と喜一

E

一
長
一
て
い
ま

i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
l
i
l
i
-
-
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i

一
皇
、
舗
な
り
ま
せ
ん
。
届
出
一
立
替
え
事
室
主
義
0
2
E
一
大
切
で
す
。
一
譲
渡
所
得
に
は
長
期
と
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期
吉
宮
一
の
一
所
得
で
す
。
対
ん
し
、
よ
く
「
タ
ワ
ケ
」
と
い
主
馬
一
す
。
(
税
の
機
関
誌
よ
り
)

響
評
自
目
見
d

一
な
受
口
)
一
塁
3
H
長
四
九
役
場
国
一
錦
阿
院
議
る
と
町
で
は
医
療
費
一
は
絶
対
一
不
一
撃
じ
な
い
で
下
さ
い
。
必
一

h
l
f

一
税
額
の
基
方
法
は
異
な
り
ま
す
か
、
一
ま
た
譲
渡
所
得
に
か
か
る
税
率
は
、
一
倒
の
-
一
一
言
葉
を
浴
び
せ
ま
す
。
一

h
m汽
p

警
〓
出
宝
山
誇
韓
母
輯
子
園
開
一
震
へ
お
届
け
下
さ
い
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一
調
印
相
測
を
一
時
立
替
え
て
病
一
ず
町
通
警
て
町
で
立
替
え
事
療
一
¥
子
λ
シ
戸
一
そ
の
区
分
は
次
の
と
お
り
子
。
一
普
通
の
霊
の
塁
、
次
の
よ
っ
こ
な
一
こ
れ
は
日
本
の
古
い
時
代
議
に
由
一
「
副
議
野

署

品

目

擁

護

融

雪

露

出

i
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樹

警

へ
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払
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っ

て

い

る

瓦

逃

仁
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i
i

一
っ
て
い
手
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一

;
i
一

挙

麟

弓

ぺ
d
轟
轟
費
問
問
一
間
一
的
老
人
医
療
受
給
者
証
一
目
で
加
害
者
へ
棄
し
一
か
確
認
し
て
か
長
聖
示
談
ず
る
こ
一
/
白
骨
本
l
ょ
t
1轟
一
車
間
十
一
二
年
士
一
塁
王
良
一
長
期
譲
渡
一
幕
:
・
:
・
一
ワ
グ
一
生
産
力
の
低
い
時
代
の
こ
と
主
ふ
山
日
民

s官
1
1
4

だ

よ

り

岱

巴

建

一

同

時

健

康

保

険

証

最

善

一

語

住

民

話

扇

町

計

っ

た

と

き

心

得

み

貯

蓄

一

号

灯

時

講

義

一

こ

諸

島

pur-ち
詰
国
似
科
室

ら
一

J
1
3
4

一
付
残
っ
て
い
る
老
人
医
療
遺
書
一
は
予
言
聖
書
担
一
で
す
。
一
川
撃
に
必
ず
居
室
一

J
!
d
d
一
議
譲
渡
産
審
と
は
・
一
護
雇
会
議
主
百
高
の
特
別
控
一
て
主
つ
の
立
与
を
す
る
も
の
同
以
内
妻

一
ω老
人
一
麗
墨
守
番
空
襲
一
一
一
六
一
一
天
皇
室
わ
か
ら
制
度
一
用
紙
一

o
一
示
談
を
す
ぐ
に
結
ば
な
い

E
一
え
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に
小
さ
い
事
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も
必
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重
一
級
瀦
開
シ
#
一
昭
和
四
十
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一
月
一
員
に
購
一
除
裏
引
い
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憲
民
主
一
塁

2
2
5
2

バ
ケ
パ
?
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』
九
ソ
一
保
険
に
加
入
し
て
い
る
叩
才
以
上
の
お
百
霊
長
し
て
お
り
手
。
昨
年
二
同
印
か
ん
一
誠
意
の
あ
る
加
害
者
生
沼
簡
震
に
届
出
て
下
さ
い
。
届
出
な
い
と
一
後
で
一

!
:
:
-
J
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入
主
土
地
毒
物
を
譲
渡
し
た
と
き
一
語
、
昭
和
五
十
一
年
分
か
ら
は
、
一
そ
し
て
、
震
が
需
樫
す
れ
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i
一
室
同
り
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お
竪
告
さ
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薯
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検
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検
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時
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健

一
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の

結
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と

ま

り
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し

た

に
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あ

害

時
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け

る
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臣

と

一
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有
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ん
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れ
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卓
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動
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害

予

肪
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露

骨

1

所
有
さ
れ
る
方
や
、
小
型
一
官
、
思
わ
ぬ
重
量
ぐ
こ
と
一
室
一
軽
に
、
そ
し
て
な
る
べ
く
置
に
検
査
選
挙
告
示
日
十
月
十
二

三

邸

お

担
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訂

の

広
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に
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し

ま

す

o
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り

手

。
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日
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L

装
備
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番
喜
つ
い
て
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の
多
量
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を
一
種
の
検
査
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い
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ゆ
る
麓
(
小
孟
絡
先
日
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船
舶
検
査
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車
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検
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、
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携
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械
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昭

和

五

十

年

四

月

一

日

現

在

に

お

い

一

守

結

対

象
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一

右

の

順

位

に

よ

左

艦

位

に

あ

る
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蓄
量
玄
お
安
ぎ
を
し
て
社
会
会
広

騒

い

北

二

一

ご

て

い

る

Z
一
に
括
支
し
昼
弔
一
日
る
選
雪
量
口
は
受
給
で
一
昭
和
平
二
一
年
三
月
一
一
平
百
警
の
い
ろ
い

i
gいく
上

一

襲

撃

詩

人

由

懸

賞

募

集

一

小

松

崎

量

五

万

円

一

の

幸

せ

の

た

?

;

在

-言騒

J
Z
f
e
-
t言
問

中

一

旗

開

千

慰

の

雲

す

き

ま

せ

ん

。

亨

か

、

支

給

与

著

書

に

棄

で

欠

く

こ

と

の

で

差

い

基

震

を

一

一

奈

堅

田

町

一

署

長

E
Z議室
」
が

引

¥

よ

小

一

?

?

ご

聖

曜

日

只

一

審

愚

…

た

受

給

さ

れ

4
、
臼
重
姿
晶
子
7
・7
1
昭

τて
下
さ
い
。
一
得
る
た
め
の
調
査
手
。
こ
の
調
査
で
一
来
る
十
月
一
日
現
在
て
昭
和
五
十
一
二
、
三
一
九
四
五
一
一
天
一
大
谷
正
明
殿
十
万
円
一
産
と
な
っ
言
書
」
と
い
う

ι-Yp--fよ
論
議
一
早
朝
喜
な
わ
一
齢
ド
一
る
も
の
で
あ
り
一

2
・7
)
可
愛
傷
又
は
、
品
し
一
塁
蓄
方
法
一
は
、
喜
一
億
一
千
万
を
超
え
る
す
一
年
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
県
一
。
応
募
要
領
一
大
洗
町
成
毘
一
仕
組
支
行
な
っ
て
お
皇
子
。
善
意
あ

験
的
)
)
九
一
一
一
一
三
抗
議
騒
騒
れ
る
も
の
子
。
一
軒
朝
一
辛
子
。
て
を
の
露
目
襲
、
実
」
は
戦
一
一
干
高
の
記
名
震
え
毎
年
二
一
ベ
て

Zに
も
れ
き
申
告
し
て
い
一
で
は
次
の
要
領
事
費
量
重
一
昭
和
五
十
年
九
月
一
一
一
十
日
ま
で
に
一
原
書
草
案
量
一
義
勇
の
ま
と
こ
ろ
蚤
ま
れ
な
い

ー
約
機
一
円
九
日
一
一
九
)
畿
鱗
滞
期
間
中
の
稼
動
人
一
転
出
時
一
次
の
事
項
に
一
傷
病
死
し
た
者
の
遺
族
。
(
公
務
扶
助
一
万
円
つ
つ
十
年
間
護
主
。
第
二
た
き
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
告
さ
一
集
い
た
与
。
ふ
る
っ
て
と
応
手
書
消
印
裏
)
官
製
は
主
に
予
一
三
万
二
五
ハ
二
円
一
人
々
の
た
め
善
意
銀
行
に
お
よ
せ
下

J
;明
~
今
討
議
機
臨
機
屋
聖
子
人
に
一

1

1
一
よ
り
受
話
題
一
問
聖
書
存
て
い
ゑ
壌
が
一
回
支
払
日
は
昭
?
?
日
と
な
り
一
ん
の
お
宅
へ
む

925却
日
だ
さ
い
。
真
あ
た
り
そ
一
費
星
需
数
字
通
一
番
号
、
住
一
言
語
量
一
長
室
一
さ
い
。

d
機
撃
紙
機
鱗
繍
離
主
珪
し
、
こ
れ
ら
一

r
t
t
;し

室

長

一

あ

る

安

居

受

給

で

ま

せ

ん

。

)

一

辛

子

。

一

ま

で

θ
間
巳
調
査
察
望
書
記
一
。
問
題
一
所
@
民
名
・
年
令
@
職
業
高
号
、
一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

内
閣

¥
4

轡
消
議
議
翻
畿
の
お
年
寄
の
一
会
一
れ
る
方
、
主
段
、
調
高
合
せ
等
し
一
遺
族
の
順
位
一
そ
の
他
自
田
園
4

・1
以
降
に
一
入
の
お
願
い
に
あ
が
り
ま
す
。
調
書
ご
昭
和
平
年
国
勢
調
査
に
よ
る
本
県
郵
送
し
て
下
さ
い
。
一

齢ヘ
;γJベ4
一

ヅ

-1輔
さ
ん
の
手

E
っ
一
た
い
在
と
き
役
場
厚
生
震
一
川
戦
没
者
の
妻
(
奏
者
一
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
一
に
は
、
お
宅
に
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
一

Zは
両
人

20(高
百

一

。

応

募

先

一

E
フ
イ
バ
!
の
み
設
さ
ん
グ

協
鞠
r
v
k品
川
一
点
騒
て
、
美
し
い
自
然
一
議
へ
お
い
立
下
さ
る
よ
っ
元
願
い
し
一
凶
戦
没
者
の
子
一
等
主
君
れ
な
く
な
っ
主
震
は
、
一
人
、
長
期
滞
在
し
て
い
る
人

2
2
5

一
本
戸
市
二
一
完
一
丁
塁
審
三

議
離
鱗
同
駅
機
饗
協
が
汚
転
ら
守
ら
一
卒
中
す
。
一
同
戦
室
長
姉
妹
一
今
回
は
該
当
し
ま
せ
ん
の
で
言
一
を
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
も
含
み
ま
す
。
一

οヒ
ン

ト

一

室

奇

襲

喜

一

車

に

は

シ

ー

ト

ベ

ル

ト

ピ

一
F一
一
ヤ
三
議
機
摺
れ
て
い
ま
す
Jo

一

審

霊

童

一

凶

生

計

震

が

認

め

ら

吾

妻

一

互

い

。

調

書

富

譲

械

に

か

け

る

の

有

一

昭

商

十

五

基

調

委

口

一

5
2係オ
ー

ト

バ

イ

に

は

ヘ

ル

メ

ッ

ト

Eg--主

U
j
i
j
i
-
E
i
z一faZFZEE-REELEd-奪三Eif
ミ

E;i盟一固固一==↑z=z喜主三主=一云完言ミ=弓吉吉一置E置E一吾JfzddFFff66FFFE一FFFEE
匡

EE↑E巳忌主主E巳忌主主主÷z宅王宝言3z宅王宝言3E一置E喜E2置E喜E2一冨互z冨互z一占占亘Fffff↑r吉zzzr吉zzz一置担E置担E↑E巳E巳↑=3
晶

e22一
苦
s冨孟--3z一SEE-EZEi;Ezi=P三f言
g
主f官zz一f一ττ吉E一盲互盲互一τEi一
J
ミ

E目

g
宅

J主J主回-官zJE一Ez吾E↑z三z杢三h

与
3
与
云
3
一
E
2
一
汚
し
た
り
、
折
つ
た
り
、
丸
め
た
り
、
一
二
、
一
函
四
一
=
三
二
一
、
五
五
一
人
一
(
一
〒
雪
?
土
一
=
三
ニ
三
一
δ
)
一

、
、

1
/
こ

一

で

す

。

首

長

星

雲

と

一

こ

れ

を

と

長

居

す

る

就

寝

一

と

は

ん

つ

ぶ

が

着

い

た

り

長

い

よ

っ

一

男

五

十

年

六

月

一

長

人

口

一

ο発
表

十

一

月

占

一

一

言

義

章

一

条

の

三

宅、
r
Q
V
/
間

麗

疹

瀧

行

言

。

一

の

時

間

半

時

噴

だ

と

一

言

語

一

j
i
l
i
l
i
-
-
i
l
e
l
l
i
-
-
i
j
j
j

一

!

っ

一

量

一

一

撃

の

運

転

者

は

E

メ

¥
3
C
4
1
1
J

一o
妊
娠
初
期
の
在
は
、
余
り
患
者
に
一
果
が

Eり
ま

す

。

ど

ん

な

に

?

一

本

町

糧

費

一

知

の

と

お

り

磯

節

一

毘

そ

め

る

吐

露

の

属

に

お

い

語

、

乗

車

免

史

蜘

¥

鮒

誌

の

み

な

さ

ん

一

事

と

三

へ

出

な

い

一

住

民

医

大

洗

日

訪

れ

対

話

位

攻

撃

ノ

一

在

住

忠

実

誕

観

劇

ご

期

心

ゲ

一

o
妊
震
の

i
f一の
後

の

語

に

英

語

の

効

票

一

て

!

?

こ

さ

知

三

護

費

三

一

ル

メ

ッ

ト

i
iさ

j
t
c仁
実

A

e

@

一

て

忽

疫

が

出

来

て

な

げ

れ

ば

、

再

生

あ

る

を

ラ

で

す

。

何

と

一

去

っ

て

皇

空

港

た

っ

て

い

ま

す

。

一

S
J建
一
二
せ
て
白
雪
量
を
運
転
レ
γ
ほ
な
ら

E
e
z一
具
シ
カ
与
一
員
喜
一
る
に
つ

Z
Zって
る
入
場
一

ζ
下
の
方
に
広
が
っ
ミ
百
位
一
理
署
誇
る
on
題

検

在

県

一

早

起

票

震

生

活

の

第

一

条

件

子

。

と

こ

ろ

警

な

こ

と

に

車

前

一

讃

訴

の

り

こ

な

い

。

な

お

重

用

ヘ

ル

メ

ッ

ト

需

品
一
が
、
七
年
ぶ
り
で
今
全
需
に
響
し
一
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
に
は
顔
の
発
疹
は
と
れ
て
主
っ
。
一
衛
生
研
究
所
存
な
っ
て
い
ま
す
。
)
吉
会
や
お
雪
事
に
器
保
存
会
皆
然
に
消
滅
し
現
在
一

i
(認
さ
一
義
務
震
に
つ
い
て
は
、
思
7
月
1

一

て

お

り

ま

す

。

風

疹

は

暑

く

な

る

と

ニ

と

こ

ろ

重

審

期

に

風

疹

に

か

と

(

芸

、

く

し

ゃ

み

、

鼻

水

、

限

ヤ

二

治

療

一

通

署

捜

血

管

玄

惨

血

液

の

流

に

至

り

ま

え

一

戸

向

、

一

目

度

関

1
京

事

rpれます。

時
下
火
に
な
っ
亡
翌
年
春
先
か
亘
っ
た
母
空
白
昼
、
襲
、
指
の
震
は
少
な
い
)
一
余
病
に
つ
い
て
集
。
，
心
配
あ
り
ま
れ
宝
く
与
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湯
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入
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一
号
前
の
お
酒
や
風
母
よ
く
眠
る
て
一
保
一
芸
裏
手
べ
く
「
奈
本
場
一
て
い
ま
す

0
2
2車
に
の
っ
て
事

一

当

日

間

町

長

日

一

日

許

可

恥

諮

問

叩

一

躍

の

し

お

り

一

た

め

の

号

補

慰

霊

手

。

耳

目

一

時

一

諸

島

一

軒

軒

町

民

一
せ
ん
が
、
妊
娠
一
二
ヵ
月
迄
の
妊
婦
が
か
一
二
年
章
一
一

Z主

人

の

奇

形

一

じ

よ

う

ず

牟

疲

れ

の

と

り

方

22の
一
重
量
喜
一
は
シ
I
ト
ベ
ル
ト
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
つ

一
か
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
の
約
三
十
パ
l
セ

一

課

生

ま

れ

た

事

交

は

っ

き

り

抱

語

一

一

日

仕

事

を

主

の

疲

れ

は

一

晩

寝

室

長

議

い

眠

り

に

お

ち

た

き

議

し

ま

し

だ

そ

の

葉

、

室

ハ

月

け

て

い

た

広

短

歌

っ

た

と

一

思

わ

れ

一
ン
ト
が
芸
障
害
昔
、
妊
婦
一
っ
て
お
与
。
証
言
回
復
さ
れ
ま
す
が
、
マ
1
一γ産
品
と
れ
ま
す

oZ深
い

官

二

十

四

日

に

曲

松

公

民

館

で

会

員

一

二

る

ヶ

I
長

官

Zう
Zれ

に
と
っ
て
は
不
気
味
な
伝
護
手
。
頁
由
一
ジ
ャ
ン
や
苧
テ
レ
ビ
な
さ
つ
い
夜
一
は
少
く
と
も
7
1
8
時

間

が

必

要

子

。

。

乏

と

い

長

だ

か

つ

て

な

い

喜

一

ま

す

。

又

、

護

室

に

長

の

と

一

而

し

妊

娠

前

に

風

疹

の

免

疫

が

出

来

て

一

ヴ

ィ

ル

ス

の

感

染

に

よ

っ

て

一

起

こ

る

工

か

年

長

疲

れ

は

持

ち

越

じ

て

し

一

芸

草

壁

し

た

わ

け

で

す

J

。
一
お
わ
着
用
義
務
を
フ
た
っ
て
い
ま
す
。

一

以

日

間

一

昨

日

時

一

時

師

自

騨

れ

れ

一

円

一

門

誌

日

品

川

同

一

ο

士

間

暗

躍

民

間

日

韓

両

時

吋

一

官

官

日
一
の
有
無
に
つ
い
て
、
昭
和
四
十
八
年
に
ま
す
。
講
ず
主
了
コ
一
週
間
潜
伏
一
養
を
じ
な
い
長
み
重
な
っ
た
疲
れ
が
一

O

と
と
も
に
今
後
の
発
事
心
か
ら
お
祈
一
露
語
自
動
霊
草
露
に
お
い
て

山
一
全
国
的
に
調
査
し
た
結
果
で
は
、
記
し
て
い
事
。
一
票
L

る
と
二
度
ど
古
い
に
は
警
夢
す
る
こ
と
に
な
り
一

0

り
い
た
主
主
9
0

自
動
車
を
運
転
す
轟
は
、
吉
自
動

羽

一

定

の

女

子

で

免

疫

の

な

い

人

は

約

三

か

ら

ま

え

一

ま

す

。

喜

一

に

心

存

る

こ

忠

義

本

場

建

保

芸

信

え

ら

れ

て

い

喜

ベ

ル

ト

を

恥

一

十

パ

ー

セ

ン

ト

で

、

地

方

に

よ

っ

て

差

一

症

状

一

事

委

ふ

か

し

を

長

手

で

す

。

会

長

石

井

力

蓄

基

そ

の

自

動

車

に

重

し

て

四
一
が
あ
り
、
全
般
に
西
皇
の
方
が
免
疫
一

o
義
、
参
ざ
同
時
に
出
る
。
発
疹
一

o
よ

く

震

を

と

る

こ

と

副

会

長

小

野

瀬

泰

作

い

る

他

の

君

主

答

奮

さ

せ

る

よ

う

つ

昭

一

の

な

い

人

の

割

合

事

。

年

令

室

は

麗

か

ら

出

て

、

首

、

胸

、

ご

足

一

眠

り

に

は

あ

さ

い

眠

り

と

探

い

眠

り

か

高

崎

誠

寿

喜

し

は

な

患

い

。

第72号 (4)いらあお

月
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堅持詰持層白紙

i堅持i出品?
ii;jiの

1!!ア

五
日

O
作
品
提
出
先
六
洗
町
教
育
委
員
会

社
会
量
育
係

o佳
文
の
部
テ
ー
マ

「
ぼ
く
の
、
わ
た
し
の
お
父
さ
ん
」

ま
+
倍
、
「
ぼ
く
の
、
わ
た
し
の
お

母
さ
ん
L@γ 

o議
文
の
事
ア
l
マ

「
こ
れ
か
ら
の
日
本
と
主
百
年
の
役
割
」

社
一
塁
入
青
少
年
育
菌
民
会
警
備
士
ハ
歳
以
上
、
満
三
翌
五
重
え
る
左
足
へ

催
、
総
理
府
謹
告
よ
る
昭
翌
十
年
士
ハ
棄
満
の
者
(
昭
一

o成
人
に
な
る
こ
と
を
議
と
し
て
、

度
青
少
年
の
空
・
論
事
霊
童
話
和
平
年
十
一
月
三
十
一
自
告
の
き
な
自
襟
を
も
ち
、
社

に
よ
り
ι

付

な

っ

て

お

り

ま

す

。

日

現

在

U

一
会
で
の
役
割
P
Eの
↑
ょ
っ
に
は
た
そ

多
数
の
青
少
年

2
3
2応一
o応
募

喜

一

う

と

て

い

る

か

、

自

覚

会

事

-

募
さ
れ
ま
す
よ
之
騒
い
主
じ
ま
す
。
一
応
募
は
一
名
一
点
に
限
り
ま
す
。
一
中
心
に
日
本
の
将
来
と
青
年
の
役
割

記

一

作

品

は

、

作

文

の

部

四

O
O字
一
に
つ
い
て
書
い
て
く
だ
さ
い
。

O
応

募

喜

一

世

原

稿

一

握

五

枚

以

内

一

@

γ

作
文
の
部
満
十
六
歳
未
満
の
者
一
論
文
の
部
四
只
い
尚
子
二
詳

γは
、
奈
町
教
事
員
会
社

(
昭
和
五
事
士
月
一
麗
語
羅
十
一
枚
以
内
一
会
教
震
(
電
話
回
五
一
一
一
内

三
十
日
現
在
U

一
o
締
切
期
日
昭
和
五
十
年
十
一
月
十
一
七
二
)
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
)

去
年
、
商
工
会
警
年
一
部
と
し
て
大
前
一
の
為
止
務
手
」
お
り
主
ず
。
し
か
し
誰
一
援
し
て
下
さ
っ
た
方
が
多
か
っ
た
事
は

騎
手
周
年
記
入
量
業
へ
協
君
、
一
か
諮
ら
な
け
品
姑
何
事
も
出
来
ま
せ
一
う
れ
レ
い
次
第
で
す
。
震
た
そ
長
」

初
め
て
素
人
の
ど
自
慢
大
会
茎
画
一
ん
。
そ
こ
で
一
童
円
年
部
吉
田
事
業
計
画
一
れ
査
定
忙
し
い
時
期
を
毎
日
協
力
し

実
智
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
感
む
た
事
一
の
中
の
一
つ
に
組
入
れ
手
レ
た
お
陰
一
亨
¥
れ
墓
旬
い
部
員
重
と
こ
の
催
し

は
、
現
在
の
様
詰
ま
ぐ
る
し
い
生
活
一
様
で
八
月
八
日
広
告
車
に
よ
る
町
内
一
に
御
協
力
下
さ
い
ま
年
毎
警
に
感

環
境
の
中
に
あ
っ
て
、
需
簡
の
や
す
一
パ
レ
ー
ド
、
九
日
・
十
日
の
納
差
踊
一
謝
す
る
去
に
去
年
の
惇
記
事
に
続
き

皇
差
無
〈
じ
て
い
る
私
達
に
と
っ
て
一
大
会
と
壁
人
に
付
な
っ
事
が
出
雲
し
一
暖
か
い
御
璽
を
い
を
逗
御
協
力
し

誰

で

あ

気

軽

に

参

加

で

き

、

楽

し

め

る

一

た

。

王

卜

さ

っ

た

霊

来

所

査

HL-雪
詰

こ
の
一
歩
ぷ
催
事
宍
沢
山
の
人
が
望
ん
一
貫
に
ゆ
れ
亀
燈
の
下
で
町
内
の
一
主
御
礼
申

L
市
ま
す
。

で
い
る
と
言
つ
事
で
す
。
当
町
に
も
か
二
般
の
人
を
殆
福
雫
宮
の
観
光
客

っ
て
一
磯
寧
ま
つ
り
か
毎
年
定
わ
札
て
一
も
多
数
踊
り
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た

お
り
手
レ
た
が
何
年
か
前
の
花
火
事
故
一
事
と
来
年
も
ぜ
び
や
っ
て
下
さ
い
と
声

お気軽にご相談ください

曹少年開題時『電話相談」で

会主むこ主語露大空襲大
、同Z佐菅FJ喜喜望
Z苦言考委主任翠量産

の
こ
と
に
つ
い
て
、
心
配
む
と
や
違

絡
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

霊
宅
相
談
室
丹
、
解
決
の
た
め

の
助
一
言
人
あ
た
り
-
ま
す
。

青
少
年
問
題
で
、
お
困
り
の
方

は
、
ど
ん
な
こ
と
で
私
結
構
で
す
。

次
の
相
談
員
宅
へ
お
気
軽
に
と
相
談

下
さ
い
。

O

「
霊
謂
談
」
喜
男
子

J

る
相
談

員
の
み
な
さ
ん
(
事
話
奮
さ

関
根
平
吉
(
七
上
二
(
)
七
七
)

荒
蒔
栄
(
七
|
二
六

kδ)

伊
沢
弘
(
七

L
=ろ
八
)

高
柳
清
(
七
土
二
二

O)

大
賞
覧
彦
(
七
|
=
去
百
)

※
「
電
話
相
談
」
は
相
談
員
の
在
宅

の
関
係
上
、
毎
日
午
后
六
時
頃
に

お
願
い
し
ま
す
。

※
椙
談
の
内
容
、
民
名
等
の
秘
密
は

厳
守
い
た
し
ま
す
。

古
都
…
集

稿
文

昭
作

選
芋
小
沼
祥
割
(
企
滑
り

オ
ー
し
大
先
野
チ
ー
ム

n

藤

枝

健

(

妻

)

ー
/
一
ノ
司
、
，
i

H

葬
盟
人
郎
(
髭
釜
)

県
大
会
で
奮
戦
グ
…
間
伸
持
品
…

第
二
十
五
回
市
町
村
塾
抗
野
滋
県
中
一
と
す
る
謬
芋
の
皆
さ
ん
の
チ
1
ム
ワ
l
一
援
の
皆
さ
ん
ほ
ん
と
つ
に
と
苦
労
さ
ま
か
関
根
誠
(
会
決
)

央
大
会
世
玄
る
八
月
七
臼
よ
り
十
四
日
一
ク
と
O
B
の
方
々
の
惜
し
み
な
い
指
導
一
で
し
た
。

H

栗
原
震
郎
(
蔵
前
)

ま
で
の
八
日
間
に
む
伝
馬
一
一
千
三
一
助
一
一
一
一
塁
め
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
る
と
信
一
部
長
飛
果
次
郎
(
永
防
む
か
小
沼
博
美
(
明
記
)

チ
!
ム
が
零
苦
曇
琵
湯
日
悔
い
て
一
じ
手
。
撃
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
応
一
審
加
賢
岳
主
義

H

坂
本
博
(
通
防
)

熱

戦

が

繰

り

ひ

ん

ザ

り

れ

手

レ

た

。

主

蒋

江

橋

哲

也

(

H

)

H

永
山
義
和
(
角
一
)

金
大
盗
ノ
i
ム

は

策

琵

蔀

代

表

と

選

手

荻

沼

三

郎

(

舟

溜

り

か

関

根

英

喜

(

一

一

丁

白

)

し
て
二
十
一
回
の
出
場
で
あ
り
、
加
部

N

永
山
道
止
(
角
一
)

H

飯
村
治
美
(
補
強
)

裏
書
室
中
心
に
翠
土
問
奮
戦
い
た

し
手
レ
宅

第
一
回
戦
は
水
海
道
巾
代
表
と
対
戦

し
、
一
ニ
対
石
繕
戦
が
館
主
亡
た
l

二
回
戦
は
勝
田
市
と
対
戦
、
加
部
策

選
宇
、
氷
山
(
義
)
選
乎
ら
の
活
躍
に

よ
り
五
対
O
の
大
益
事
勝
負
を
決
め
三

回
転
に
進
会
手
レ
セ
続
い
て
準
々
決

勝
は
強
敵
水
戸
市
代
表
と
対
戦
、
永
山

(
光
)
投
手
の
力
投
、
田
山
・
永
山
(
者

選
ず
り
の
長
短
引
に
よ
り
延
長
十
一
一
一
回

の
す
え
四
対
一
ポ
勝
利
を
得
ま
し
た
。

最
終
パ
口
十
四
日
準
決
勝
で
一
日
立
市
代
表

と
対
戦
、
償
し
〈
も
敗
れ
決
勝
進
出
に

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
l

し
か
し
、
今
大
会
で
こ
こ
ま
で
進
ん

で
来
ら
安
ん
の
は
加
襲
警
事
め

肱
告
祭山

部
盆
踊
大
会

大
に
行
わ
れ
る

メ
)
と
い
い
上
古
は
田
辺
の
磯
と
一
一
A

っ
こ
こ
は
た
な
べ
の
磯
な
ら
な
く
に
山
が
何
岸
に
優
美
に
立
ち
、
ま
さ
に
絶

た

と

い

い

ま

す

。

(

同

長

能

)

景

で

あ

り

ま

す

。

一
つ
は
我
が
大
洗
町
立
潤
沼
橋
附
ひ
た
ち
な
る
た
な
べ
の
磯
に
室
町
時
代
の
一
品
名
主
連
歌
壇
用
紙
の

た

な

べ

の

磯

近

の

字

国

宣

告

出

く

の

思

け

つ

よ

り

や

童

十

句

に

ひ
た
ち
な
る
た
な
べ
の
磯
に
の
機
に
か
け
て
芝
公
い
ま
す
。
風
も
吹
か
ぬ
に
な
み
の
立
つ
ら
ん
鹿
島
野
や
霧
た
ち
み
だ
れ

け

ふ

は

し

も

む

つ

一

つ

は

、

鹿

島

麓

島

町

曲

一

一

量

(

夫

木

信

号

事

一

ぎ

て

風
も
吹
か
ぬ
に
波
の
立
つ
ら
ん
の
田
野
辺
で
す
。
し
か
し
、
こ
こ
は
杏
こ
の
辺
は
、
苦
八
実
態
義
察
箪
盟
議
場
つ
る
夜
の
月

(
壊
中
抄
長
能
)
定
す
る
学
者
が
多
か
っ
た
き
で
す
。
書
い
て
渡
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
江
戸
時
代
の
堂
そ
襲
説
を
と

有
名
な
百
歌
で
今
か
ら
約
三
百
年
前
迄
ほ
磁
棋
大
貫
ま
す
。
る
者
は
こ
の
歌
を
評
し
て
、
「
時
代
が
降

す
か
、
こ
の
歌
の
は
、
永
い
間
宮
田
の
郷
と
い
い
ま
し
た
。
今
の
澗
沼
橋
の
前
の
前
の
橋
は
、
現
っ
て
き
た
の
で
、
宗
砥
が
机
上
刊
鹿
島

中
に
あ
る
田
辺
白
一
岩
船
山
の
あ
た
り
か
ら
、
釜
口
山
卓
令
、
在
よ
り
ち
ょ
っ
と
ト
ム
に
あ
っ
た
が
、
こ
野
と
田
辺
を
無
理
に
結
び
つ
け
た
も
の

磯
と
は
ど
こ
だ
ろ
海
岸
の
荒
磯
と
同
じ
、
第
一
二
紀
裏
が
れ
は
開
握
と
い
い
手
レ
だ
君
子
育
あ
て
に
な
ら
な
い
」
ょ
っ
に
い
っ

う
と
、
江
戸
時
代
点
々
と
書
し
て
い
ま
す
。
乙
の
あ
た
八
年
に
作
ら
れ
同
四
十
年
迄
架
っ
て
て
い
ま
す
が
、
本
町
の
こ
の
患
の
地

の
堂
蓮
は
熱
心
り
は
宮
田
の
辺
な
の
で
思
と
云
知
れ
い
辛
亡
売
こ
の
あ
た
り
は
子
b
田
辺
に
立
っ
て
見
れ
ば
こ
の
歌
暴
ゎ
、
さ

に
研
究
し
ま
し
た
る
よ
っ
に
な
っ
た
の
だ
を
フ
で
す
。
と
い
い
ま
す
。
こ
の
辺
一
帯
の
台
地
こ
そ
と
思
い
変
る
も
の
が
あ
る
フ
と
思

が
、
田
辺
と
云
つ
釜
口
山
の
下
の
、
澗
沼
川
の
盟
の
は
、
弥
生
、
古
墳
、
歴
史
初
期
時
岱
L

い
ま
す
。

ζ
の
辺
主
口
て
は
鹿
島
の
蔀

処
か
常
陸
の
国
に
磯
は
、
通
常
は
深
/
¥
水
に
か
く
れ
て
い
か
け
て
の
大
集
落
地
で
あ
り
、
現
在
そ
だ
っ
た
の
で
す
が
り
。

は
一
二
力
所
あ
っ
た
る
が
、
大
潮
に
な
る
と
水
か
え
か
少
く
の
震
の
語
調
査
存
な
わ
れ
て
い
追
記

の
で
霊
が
な
く
な
り
、
磯

ZL出玄
米
る
の
で
、
自
ま
す
。

ζ
の
辺
聖
麗
竺
括
し

τ髭
1
藤
原
長
簡
は
今
か
弱
ア
年
前
の

永
い
聞
い
ろ
い
ろ
波
が
立
っ
て
き
ま
す
。
私
は
こ
の
者
レ
釜
遺
跡
と
称
ん
で
い
ま
す
が
、
む
レ
つ
人
で
、
寛
弘
二
年
に
従
五
位
上
E

論
争
の
た
ね
に
な
を
最
近
震
の
方
々
か
高
い
て
、
歌
盟
の
譲
暴
し
た
方
が
適
切
だ
っ
昔
、
伊
賀
専
に
任
ぜ
ら
笠

っ
て
き
手
レ
だ
の
田
叫
は
こ
こ
だ
と
隆
信
を
探
め
手
レ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
高
名
な
歌
人
で
す
。

一
つ
は
多
智
蔀
た
。
乙
れ
こ
そ
「
風
も
吹
か
ぬ
に
、
波
今
こ
の
台
地
に
立
っ
て
見
る
と
、
眼
2
夫
木
集
は
藤
原
長
清
(
鎌
倉
時

の
磁
原
の
天
妃
山
の
た
つ
ら
ん
」
な
の
で
し
ょ
三
下
に
は
悩
沼
川
が
フ
ね
り
、
北
に
は
日
代
)
が
万
葉
山
案
や
吏
議
な
と
の

で
す
。
こ
こ
は
古
い
つ
く
と
て
ふ
み
ま
ト
ほ
せ
る
光
の
連
山
場
雪
君
、
西
に
は
筑
波
山
を
勃
撰
集
か
ら
も
れ
た
名
歌
を
編
し

く
は
桁
藻
(
タ
ナ
五
っ
さ
を
遠
景
宇
レ
て
、
嵐
山
に
お
た
る
釜
口
た
歌
集
で
す
。
(
大
久
保
宰

おお第72号(5) 

論
文
の
部

ち
、
ひ
っ
こ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

間

関

鑑

仰

げ

日

磯
浜
こ
ど
も
会

費
町
乙
ど
皐
語
、
平
供
達
の

俸
カ
ペ
ど
り
の
一
環
と
L
て
、
ち
び
っ

こ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
去
る
8
月
四
・
加

臼
の
両
日
、
磯
小
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
し

手
レ
セ
元
気
な
こ
ど
も
た
ち
は
炎
天

下
、
各
種
競
技
に
熱
中
し
、
石
嬰
叩

一
嚢
っ
て
い
ま
し
た
。

億
勝
チ
I
ム
は
次
の
と
お
り

四
日ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
新
町
・
通
町
チ
1
ム

ポ
l
ト
ボ
i
ル
新
町
@
通
町
ナ
l
ム

な
わ
介
ぴ
通
町
か
も
む
+
供
会

初
日Y

フ
ト
ボ
ー
ル

1
・
2
了
日
・
東
光
台
チ
I
ム

ポ
i
ト
ボ
1
ル

-
@
2
丁
目
・
東
光
六
百
チ
i
ム

な
わ
と
び
大
洗
は
ち
の
す
ネ
供
会

を之さ

大
洗
町
商
工
会
青
年
部

副
部
長
山
戸
泉

恒
例
の
大
治
町
民
野
球

大
舎
山
本
年
で
主
U

回
を

了
迎
え
、
九
月
下
旬
よ
り
十

七
月
上
旬
の
各
日
曜
臼
・
祭

る
日
高
用
し
開
催
い
た
ず

i
予
定
で
あ
り
ま
す
。

釦
州
各
職
場
・
町
内
・
グ
ル

、
一
ー
プ
等
に
お
い
て
連
日
の

日
よ
う
に
練
習
が
続
ザ
り
れ

庁
帆
て
お
り
、
こ
の
大
会
で
の

』
胃
奮
戦
か
予
想
さ
れ
ま
す
。

}

E

U

参
加
と
希
望
百
チ
l
ム

4
Y
は
早
め
に
お
申
込
ぷ
下
さ

4
引
剖
d

、U

河
J

な
お
、
む
不
明
の
点
は

酷
由
{
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育

豆
、
係
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
れ
。

E
b

申
造
業
大
洗
町
教
育

時
委
日
開
会
社
会
撃
原
ヘ
チ

i

lム
名
、
代
表
者
名
、
連

絡
所
を
聞
記
し
提
出
し
て

下
さ
い
。



t"l らあおお (6) 第72号

当

昭和50年9月15日

りの方、 また、計 画のある 方はご遠 慮、

なくご相談下さい。

世 手管 更 生 資 金 母 子 福 祉 資 金 寡婦福祉資金 その他

資金の種類 貸 付 限 度 据震 償還 利子 資金の種類 貸付限度 据置 償還 利子
円

生 業 者
350，000 月

3% 。母子福祉資金未適用者諸貸 0大洗町老人居室
(特)700，000 l 年 事業開始資金 700，000 1 年 6 年

更 生 資 金 付種類及ぴ条件等は、母子 整備資金貸付
支 度 費 30，000 6 月 6 年 3% 事業継続資金 350，000 6 月 3 年 3% 福祉資金の場合と同じ。 一件 600，000円

(身障者含)
月 6，000 10年賦償還

技能習得費 6 月 寡婦とは・配偶者と死別した(特)50，000
修学資金 世帯更生資金と同じ 2 0年 無利子 利子9.0%

月 15，000
女子であって現に婚姻をして

(均等割世帯は生 J舌 資 金 6 月 5 年 3% いない者及び次の者をいう(特)30，00 
技術習得資金 同上 1 0年 3% 利子補給)

80，000 (1) 離婚した女子で、婚姻

福 社 資 金
出産20，000

6 月 3 年 3% 修業資金 月 6，000 6 月 5 年
無利子 していないもの

葬祭20，000 (一部3%) 0大洗町災害弔慰
転宅30，000 (2) 配偶者の生死が明かで

金の支給及ぴ災

f主 弓{己 資 金 6 月 6 年 3% 就職支度資金 30，000 1 年 5 年 3% ないもの
害援護資金の貸500，000 

(3) 配偶者から遺棄されて
イ寸高校 月 3，000

療養資金 世 帯更 生資 金と 同じ 3% いる女子(特)4，000 死亡弔慰金
修学費 (4) 配偶者が海外にいるた

短大 (特)9，500 
生活資金 月 30，000 6 月 5 -10年 3% め扶養を受られない女子

50万円
大学 月 8，000

(特)11，000 (5) 配偶者が精神又は身体
災害援護貸付金

修 学 資 金 6 月 8 年 無利子 住宅資金 500，000 6 月 6 年 3% 障害の為働けない女子
30-50万円

30，000 
自宅通学 利子 3%
高校 15，000 (6) 配偶者拘禁のため扶養

10年償還
就学支度費 短大 20，000 転宅資金 30，000 6 月 3 年 3% 

を受けられない女子
自宅外通学

(7) 未婚の母で子供を扶養高校 20，000 
就学支度資金 6 月

修業 5年
無利子短大 30，000 30，000 修学10年 している女子

療 養 資 金
100，000 

6 月 5 年 3% 結婚資金 80，000円
(特) 150，000 

据置 6月 5年償還利子 3%
災害援護資金 200，000 1 年 6 年 3% 

この資金は、他から融資を受けられ

ない人達の為にあるものであり、お国

役場厚生課及び町社会福祉協議会では

次 表 の 資 金 貸 付 を 行 っ て い ま す 。

1 

， i 

".."，川白川"川."川"，1・""，，"'"''''''川""""，，，，，''，，，，，，，''，，，，，，，''，，，，，，，'''"""川川山山川川川"'"''刊川川川"""'，，，，，，，''."".，..."""""."，.川 '1""川""""""""'''''''''''''''''.，，，''''1，，，，，川川""""，，，""'.，，，，川川，，，，"'1，，川!・，."".. 川""""."".."，，，.'''，，，，.，，..，，，，，，.‘'1，，，，，，，，，，，.，内，，，，"""川<"1."".町h"，."・'."，1，，，，，，，，，"'1.，，.，川."川・川.，，，'<"h，，，.'川町 .1"'''.川町，...".川 ""'h，，.I"'I，川'"''''''川"'<"'"川"..""，.川"，""1.".，'

町名 氏 名 実績額 町名 氏 名 実績額

11 の 1 山口豊吉 15，250 角ーの 5 石田 寛 8，900 

11 グコ 2 石川 康 19，000 " 6 関根保雄 4，600 

寺釜 1 江橋俊雄 12，000 前原 1区 小野瀬一男 2，100 

" 2 関根 Dt 7，500 " 2 鈴木徳之助 6，000 

" 3 関根 i青育 6，900 " 3 坂 本国 一 8，100 

寺釜 4 西谷 文雄 5，400 原研住宅 白崎万千子 10，100 

" 5 篠崎清次 5，000 東北大寮 東口安宏 3，600 

" 6 小野瀬 勇 8，300 神 山 大賞 国良 6，200 

" 7 平沼正男 8，400 )11 口 大賞一見 5，100 

" 8 前出兵 三 12，240 荒 谷 菅谷義信 ，，13，200 

砂 91 )11 上 進 7，800 1兵 欠 杉山高雄 2，700 

" 10 田崎栄二 5，200 古 宿 j青 宮金一 16，800 

" 11 橘 与一郎i繋 13，500 上 イ百 莱自 工力 12，000 

王子釜 12 関根 2，600 中 宿 米 )11 秀雄 9，600 

舟渡 l 筒野忠夫 6，300 下 宿 清宮 尚親 8，100 

" 2の 1 横田新一 4，700 矢 場 小野瀬 i原寿 7，500 

か 2の 2 江橋 朝寿 3，600 千 拓 岡崎徳次郎 3，000 

"203 伏見千寿 6，700 松 )11報団 長。十{ 勇 7，500 

" 3 米 )11 永次 5，200 " 第 1 米 )11 基 一 5，500 

" 4 田山綱男 2，900 " 中部 楽俣文蔵 5，100 

蔵前1 1 林 清 10，000 共励 小 野瀬 i青 3，300 

M 2 佐藤ユ キ 14，500 " 第 2 米)11 透 4，800 

" 3 田山勇之 助 6，900 成 国 大 谷 正 明 5，200 

" 4 槍山清若手 7，800 大谷 川! 藤沼 経 4，500 

上宿 1 三輪一弥 7，000 原研大貫寮自治会主主

" 21 )11 崎 笑 9，300 高橋秀武 6，775 

" 3 和田忠男 9，900 山口 忠夫 1，000 

仲 宿 1 海老沢 正 9，600 大貫婦人会長

" 2 岡山小菊 9，200 東門きよ子 2，000 

水清水 1 関根忠、文 8，100 交通安全母の会

" 2 石田 平義 7，200 石井八 千代 2，000 

南清水 1 小野瀬 彰 5，700 飲食庖組合長

" 2 高柳定男 9，200 大内勝重 10，000 

角ーの 1 小野瀬一土 5，500 磯浜婦人会 3，000 

" 2 松木 正雄 10，600 大洗とうもろこし組合

か 3グ) 1 江橋 輝 行 5，100 代表平沼弘安 7，000 

N 3グ) 2 杉山み よ 4，200 観光協会推選大洗いかやき

N 4 藤沼 峰 子 4，900 組合長 飛 田 勇 10，000 

協力士也監一覧

(8月12田現在)

ことしも「赤十字社員増強運動」

がはじまりました。

毎年町内会長さんを通じて、町

民 の み な さ ん に ご 協 力 を い た だ い

ておりますが、 8月128現在で、

社費1，350，025円が集りました。

これもひとえに町内のみなさまと、

町内会長さん各位の深いご協力の

たまものと心から感謝いたしてお

ります。

これらの社費は、災害救護、身

体 障 害 者 の 援 助 、 青 少 年 の 健 全 育

成、など数多くの赤十字事業に使

われることになっています。

社費のご協力いただいた町内は

上表のとおりです。

なお未整理の町内が若かんあり

ます。現在運動期間中ですので重

ねてご協力下さるようお願い申し

あげます。

中関報

1，350歩合25円

日富華日50年度

&. 
E司

町名 氏 名 実績額 田了 名 氏 名 実績額

明 1 石 井 孝 平 21，200 N 2 一家幸男 10，800 

" 2 宮内銀三郎 12，800 " 3 千葉福男 9，000 
3区の上 米 川 陵 治 13，800 新町1の1 久野正夫 8，100 
3区の下 関 根 ぃ 志 7，300 " 1グ) 2 本多利雄 3，300 

" 4 関根平吉 8，600 " 2σ) 1 瀬 尾 政子 3，640 

" 5 檎山 省 10，000 " 2グコ 2 石 井 留吉 3，500 

" 6 加部東欣二 9，300 新田J3の2 村岡雄一 15，150 

" 7 小沼 誠 12，000 " 4 粉川 r且 6，600 
8 グ) 1 清水正伸 9，700 " 5グ) 1 金沢輸吉 24，200 

8 0 2 佐藤四郎 7，000 " 6 藤井達雄 12，950 
N 9 秋山庄兵衛 12，000 " 7 宮 本 銀 之助 11，540 

" 10 川上寅吉 7，300 " 8 塙 昇 8，900 
11 グコ 1 青柳三雄 17，000 君く 1 高崎誠寿 11，300 
11の 2 谷内 4呆 8，200 " 2 田山健次 11，000 
1γ目1の上 照沼武雄 13，000 " 3 飛回弥太夫 6，000 

" 1の下 田山清左ヱ門 7，400 " 4 古沢重雄 6，900 
M 2 回日常吉 14，650 N 5 薄井惣蔵 14，200 

" 3 岩 崎 歓 6，900 " 7 関 野 資 農夫 9，500 

" 5 小沼吉太郎 6，900 " B 坂本孝太郎 10，200 
汐見ヶ丘 日 高 と 7，500 M 9 小沼徳之介 15，600 
2 グコ 1 オ回 郎 5，300 N 10 高崎一雄 17，400 
2 グコ 2 大 津 文 次 郎 11，900 " 11 松 浦 実 7，400 

" 3 関根俊夫 14，300 " 12 平 戸 勝雄 10，500 

f中 1 鬼沢芳明 7，500 " 13 真 回 国夫 20，000 

" 2 飛田健助 3，000 か 150コ 1 打越栄吉 6，600 
N 3 今 関 富 三 郎 6，500 " 15グ) 2 肥田元太郎 12，000 

金 2 大久保英雄 6，600 " 16グコ 1 関根四郎 15，300 

" 4 坂本寅吉 15，300 N 16グ) 2 主早 川 実 12，150 

" 5 江橋すみ 9，600 か 16の 3 深作浅吉 7，500 

キ兄 1 内山光正 21，100 髭釜 1 柴 田 恒三 12，600 
2 グヲ 1 u : 橋 正 之 助 13，100 " 2 新井豊久 7，600 

" 2 梶尾 馨 12，600 " 4 小野瀬健児 9，380 
M 3 大貫時男 9，300 髭釜 5 田山福助 12，300 

" 41 ;:Jt 富太郎 14，000 
" 6 橘川国造 13，000 

" 5 石部国雄 13，200 
" 7 飯島甚ー 8，400 

松ケ丘 1 横須賀 言語 12，100 M 9 浜田よ し 10，900

" 2 田中重夫 11，000 10 グ) 1 米 川 旦屋盆 15，300 

通り田J1 坂 本 7，000 10 グ) 2 小松崎七郎 28，900 

曲
簡
官
募
集
中

防
衛
庁
で
は
、
二
等
陸
・
海
・
笠
士
の
自
衛
官

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
採
用
に
な
り
ま
す
と
特

別
国
家
公
務
員
と
し
て
身
分
が
保
障
さ
れ
る
と
と

も
に
、
各
種
の
技
術
教
育
が
受
け
ら
れ
国
家
資
格
、

免
許
も
は
ば
広
く
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た

勉
学
し
た
い
人
は
高
校
、
大
学
(
夜
間
部
)
に
通
学

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
若
い
皆
さ
ん
の
応
募
を

心
か
ら
期
待
い
た
し
ま
す
。

一
、
応
募
資
格

満
十
八
オ
か
ら
二
十
五
オ
未
満
の
男
子

一
一
、
初
任
給

六
万
七
千
円
、
ボ
ー
ナ
ス
は
年
三
回
四
・
八
ヶ

月
分
、
そ
の
他
各
種
手
当
、
食
事
代
は
も
ち
ろ

ん
制
服
等
被
服
は
無
料
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

二
一
、
退
職
金
、
退
職
一
時
金

二
年
勤
務
で
退
職
の
場
合
日
額
×
一
四
五
日
分

四
年
勤
務
で
退
職
の
場
合
日
額
×
ニ
九
五
日

分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

四
、
休
暇
外
出
等

年
二
十
四
日
の
有
給
休
暇
の
ほ
か
、
年
末
年
始

は
六
日
間
、
外
出
は
平
肢
の
場
合
は
課
業
終
了

後
、
土
曜
日
は
午
後
か
ら
日
曜
、
祝
日
は
朝
か

ら
許
可
さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
役
場
総
務
課
総
務
係
へ
お
問
い
合

せ
下
さ
い
。
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